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令和2年
第3回定例会

会期１７日間（９月1日～9月１7日）

議案１６件　全員賛成で可決

▼議案等議決結果一覧
議案番号 議 案 表 題 等 結　果

報告第　７号 令和元年度潮来市健全化判断比率の報告について 報告済
報告第　８号 令和元年度潮来市資金不足比率の報告について 報告済
議案第３８号 潮来市手数料徴収条例の一部改正について 原案可決
議案第３９号 令和２年度潮来市一般会計補正予算（第４号） 原案可決
議案第４０号 令和２年度潮来市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第４１号 令和２年度潮来市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第４２号 令和２年度潮来市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第４３号 令和２年度潮来市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第４４号 令和２年度潮来市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第４５号
潮来市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正につ
いて

原案可決

認定第　１号 令和元年度潮来市歳入歳出決算認定について 認定
認定第　２号 令和元年度潮来市水道事業会計決算認定について 認定
認定第　３号 令和元年度潮来市工業用水道事業会計決算認定について 認定
発議第　３号 新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書の提出について 原案可決

請願第　１号
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書
採択を求める請願

採択

発議第　４号 教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書の提出について 原案可決

　今定例会は、市長から報告２件、議案8件、認定3件、請願1件、発議２件の議案１６件が
提出されました。

　

潮
来
市
の
財
政
の
健
全
化
を
示
す
「
実
質
赤
字
比

率
」、「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」、「
実
質
公
債
費
比
率
」、「
将

来
負
担
比
率
」
の
４
つ
の
指
標
を
報
告
し
ま
す
。

問　

近
年
「
将
来
負
担
比
率
」
が
上
昇
し
て
い
る
要
因

は
？

答　

要
因
と
し
て
、
地
方
債
現
在
高
等
に
係
る
交
付
税
参

入
見
込
み
額
の
減
少
、
ま
た
地
方
債
の
元
利
償
還
金
等
に

充
当
可
能
な
特
定
歳
入
見
込
額
の
減
少
。
令
和
元
年
度
決

算
に
お
い
て
は
、
充
当
可
能
現
在
高
の
減
少
が
要
因
。

　

公
営
企
業
会
計
ご
と
に
算
出
さ
れ
、
資
金
不
足
額
の
、

事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
を
報
告
し
ま
す
。

　

潮
来
市
で
は
、
水
道
事
業
会
計
、
工
業
用
水
道
事
業
会

計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

問　

現
在
の
見
込
み
で
、
今
後
、
資
金
不
足
を
生
じ
さ
せ

ず
に
済
み
そ
う
か
？

答　

各
事
業
の
経
営
戦
略
と
し
て
、
中
長
期
的
な
経
営
の

基
本
計
画
を
策
定
。
水
道
事
業
及
び
工
業
用
水
道
事
業
は

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
１
１
年
度
ま
で
。
下
水
道
事
業
、

農
業
集
落
排
水
事
業
は
平
成
２
９
年
度
か
ら
令
和
８
年
度

ま
で
の
１
０
年
間
は
収
支
計
画
に
お
い
て
資
金
不
足
が
生

じ
ず
健
全
経
営
が
確
保
さ
れ
る
見
込
み
。

　

議
案
紹
介
と
主
な
質
疑

報告
第８号

令
和
元
年
度
潮
来
市
資
金
不
足
比
率
の
報

告
に
つ
い
て

報告
第７号

令
和
元
年
度
潮
来
市
健
全
化
判
断
比
率
の

報
告
に
つ
い
て

議　

案　

紹　

介
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次
の
ペ
ー
ジ
は

令
和
元
年
度 

決
算
報
告

和
元
年
度
に
申
請
し
た
１
７
２
件
。

問　

公
共
下
水
道
費
負
担
金　

使
用
料
現
年
度
分　

基
本

料
金
１
億
３
，５
５
５
万
４
０
０
円
の
内
容
は
？

答　

１
件
あ
た
り
の
基
本
料
金
は
、
税
抜
１
，６
０
０
円

／
月
、
納
入
件
数
は
８
４
，７
１
９
件
。

再
問　

平
成
３
０
年
度
は
１
億
４
，９
９
０
万
２
，４
０
０

円
。
差
額
が
大
き
い
が
理
由
は
件
数
の
減
少
に
よ
る
も
の

か
？

答　

水
道
使
用
料
が
減
少
し
た
た
め
、
併
せ
て
汚
水
量
も

減
少
し
た
。

【 

歳　

出 

】

問　

津
軽
河
岸
跡
周
辺
施
設
指
定
管
理
料
１
，７
３
９
万

６
千
円
の
運
営
状
況
は
？

答　

５
月
の
あ
や
め
ま
つ
り
開
会
式
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ

た
津
軽
河
岸
跡
広
場
竣
工
記
念
式
典
以
降
、
年
度
内
に
６

回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
ま
た
、
年
間
の
来
場
者
数
は
、

水
郷
旧
家
磯
山
邸
１
万
１
，２
４
９
人
、
津
軽
河
岸
跡
広

場
１
万
６
，１
８
１
人
、
合
計
２
万
７
，４
３
０
人
。
前
年

比
１
万
８
，８
４
９
人
増
。

問　

高
速
バ
ス
通
学
助
成
金
５
９
０
万
１
，９
３
４
円
の

実
績
は
？

答　

対
象
者
は
３
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

再
問　

予
算
１
，０
３
２
万
。
実
績
と
差
が
あ
る
が
、
そ

の
差
額
の
理
由
は
？

答　

対
象
者
４
３
名
×
２
万
円
×
１
２
ヶ
月
で
予
算
計
上

し
た
が
、
通
学
者
が
想
定
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と
。
ま

た
、
年
度
途
中
か
ら
助
成
を
受
け
ら
れ
た
方
や
受
け
な

か
っ
た
方
が
い
た
の
で
、
当
初
の
予
算
よ
り
少
な
く
な
っ

た
。

問　

学
校
給
食
費　

需
要
費　

不
用
額
２
，１
３
９
万
６
，

５
７
７
円
の
内
容
は
？

答　

主
な
内
容
と
し
て
、
給
食
材
料
等
を
購
入
す
る
た
め

議
案
第
３
８
号

潮
来
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
３
９
号
〜
第
４
４
号
（
補
正
予
算
）

右
記
の
金
額
が
歳
入
・
歳
出
に
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
補
正
額

　

・
一
般
会
計
…
…
…
…
… 

２
億
４
，７
６
１
万
９
千
円

　

・
特
別
会
計

　
　
　

国
民
健
康
保
健
…
…
…
… 

３
，２
９
９
万
２
千
円

　
　
　

介
護
保
険
…
…
…
…
…
… 
９
，６
５
１
万
１
千
円

　

・
水
道
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
３
８
万
円

　

・
下
水
道
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
９
２
１
万
６
千
円

　

様
々
な
事
業
に
予
算
は
使
わ
れ
ま
す
が
、
使
用
さ
れ
る

事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

 

…
…
…
１
，０
４
５
万
円

　

大
生
舟
溜
り
樋
門
浚
渫
工
事 

…
…
…
３
８
７
万
２
千
円

　

指
定
文
化
財
等
補
助
金
…
…
…
…
…
…
…
７
９
２
万
円

　

南
幹
線
用
水
路
測
量
設
計
業
務
委
託

 

…
…
…
７
，０
０
０
万
円

議
案
第
４
５
号

潮
来
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
潮
来
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
書
を
監
査
委
員
の
意
見
を
つ
け
て
会
議
の
認
定
に

付
す
る
。

【 

歳　

入 

】

問　

土
木
費
補
助
金　

被
災
住
宅
復
旧
緊
急
支
援
事
業
費

補
助
金
１
，５
８
９
万
円
の
結
果
は
？

答　

台
風
１
５
号
に
被
災
し
た
住
宅
の
復
旧
費
に
対
す
る

補
助
金
の
内
、
茨
城
県
負
担
分
。
補
助
金
の
対
象
は
、
令

の
賄
い
材
料
費
１
，９
１
０
万
９
，３
５
１
円
と
燃
料
費
１

８
０
万
８
，６
０
３
円
。

再
問　

不
用
額
の
要
因
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
か
？

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
も

の
。
国
の
要
請
を
受
け
、
市
内
の
小
中
学
校
が
休
業
と
な

り
、
給
食
の
調
理
し
な
か
っ
た
材
料
費
と
燃
料
費
の
分
。

再
々
問　

購
入
予
定
で
あ
っ
た
食
材
は
何
か
活
用
さ
れ
た

の
か
？

答　

保
存
が
で
き
る
も
の
は
、
４
月
以
降
の
給
食
の
食
材

と
し
て
活
用
し
、
保
存
が
き
か
な
い
食
品
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
福
祉
施
設
に
活
用
し
て
も
ら
っ
た
。

認
定
第
２
号

令
和
元
年
度
潮
来
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
３
号

令
和
元
年
度
潮
来
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

発
議
第
３
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て　

※
Ｐ
２
０
〜
２
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

請
願
第
１
号

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の

た
め
の
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願
。

発
議
第
４
号

教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持

に
係
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
採
択
さ
れ
、
潮
来
市
議
会
と
し
て
、
発
議
し

（
発
議
４
号
）、
可
決
さ
れ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
　
【
提
出
先
】

　
　
　

 

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
文
部
科
学
省
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
経
済
財
政
政
策
担
当
・
地
方
創
生
担
当
・
規
制

改
革
担
当
）、
経
済
再
生
担
当
大
臣

認定
第１号

令
和
元
年
度
潮
来
市
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て
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令和元年度の決算を認定しました

一般会計 　 　 133億6,152万4千円

▶ 市　税…皆さんに収めてい
ただく税金（市民税・固定
資産税・軽自動車税など）
▶ 地方交付税…市の財政力に
応じて、国からもらえる自
由に使えるお金
▶ 市　債…国や銀行から借り
るお金
▶ 国・県支出金…特定の決め
られた事業に対して国や県
からもらえるお金
▶ 繰入金…積立金（基金）か
らの取り崩し、他会計から
繰入れたお金
▶ 繰越金…前年度の余剰金が
繰越されたお金

一般会計 　 　 124億6,392万0千円
▶ 議会費…議会運営
▶ 民生費…保育・児童・高齢者
福祉など
▶ 総務費…企画委託・広報・選
挙・システム維持など
▶ 土木費…インフラ整備など
▶ 衛生費…保健・ごみなどの公
衆衛生
▶ 教育費…幼稚園・小中学校な
ど
▶ 公債費…借入金の返済
▶ 消防費…消防団や消防施設な
ど
▶ 商工費…商工業発展や観光事
業など
▶ 農林水産業費…産業振興など

市　税
31億7,599万6千円
（24%）

繰入金
6億3,235万円
（5%）

繰越金
7億9,345万6千円
（6%）

使用料・手数料・
寄付金など
6億8,017万1千円
（5%）地方交付税

35億6,157万
（26%）

国・県支出金
27億6,521万2千円
（21%）

市　債
9億5,724万
（7%）

利子割交付金など
7億9,552万9千円
（6%）

自主
財源依存

財源

総務費
14億1,986万5千円
（11%）

民生費
42億0,441万8千円
（34%）

衛生費
12億7,063万3千円
（10%）

農林水産業費
4億0,656万8千円
（3%）

商工費
1億7,133万9千円
（1%）

土木費
15億5,366万8千円
（13%）

消防費
5億8,767万7千円
（5%）

教育費
13億7,014万5千円
（11%）

公債費
12億6,432万7千円
（10%）

議会費
1億3,060万2千円
（1%）

災害復旧費
8,467万8千円
（1%）

用語の解説

用語の解説

歳入

歳出
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　◀決算について、委員会で詳しく質疑しています。６～７ページをご覧ください

次
の
ペ
ー
ジ
は

委
員
会
報
告

■令和元年度決算のあらまし
　一般会計と特別会計を合わせた決算総額は、歳入約206億4,074万円、歳出約195億7,949
万円、歳入歳出差引額は約10億6,125万円でした。
　前年度に比べて、歳入は10.1％減少、歳出は11.3％減少しました。歳入歳出差引額から翌年
度に繰り越す財源を控除した実質収支は、約8億1,980万円の黒字となっています。

■財政健全化判断比率
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ
き、潮来市の健全化判断比率を毎年公表しています。
※ 潮来市は赤字もなく、国の基準である早期健全化
基準を下回っているので、健全な状態です。

▶ 実質赤字比率…一般会計等に生
じている赤字の大きさを、市の
財政規模に対する割合で示した
もの
▶ 連結実質赤字比率…全会計の赤
字・黒字を合算し、市全体とし
ての赤字の程度を示すもの
▶ 実質公債費比率…市の借入金返
済額等の大きさを示したもの
▶ 将来負担比率…市の借入金や将
来支払いが見込まれる負債分を
示したもの

指　標　名 潮来市の比率 早期健全化基準
（国の基準）

実質赤字比率 赤字なし 13.92%
連結実質赤字比率 赤字なし 18.92%
実質公債費比率  9.50% 25.00%
将来負担比率 53.60% 350.00%

▶会計別決算額（表示は全て1万円未満四捨五入）
【特別会計】

区　分 歳　入 歳　出
国民健康保険 31億9,023万円 31億3,706万円
下水道事業 14億8,608万円 14億7,606万円

農業集落排水事業  1億1,924万円  1億0,722万円
介護保険 21億8,049万円 20億9,430万円

後期高齢者医療  3億0,317万円  3億0,094万円

【企業会計】
▶水道事業会計
収益 収入　7億3,904万円 支出　6億4,893万円
資本 収入　1億5,499万円 支出　2億5,923万円

※ 水道資本的収支の差額は、消費税収支調整額及び損益勘定留
保資金で補われます。

【企業会計】
▶工業用水道事業会計
収益 収入　1,639万円 支出　1,325万円

 ※資本的支出　105万円

　監査委員の意見書や、決算
の詳しい内容は潮来市ホーム
ページをご覧ください！
　また、広報紙10月号にも決
算が掲載されています。

▶
広
報
い
た
こ

潮来市HP▶

▶
▶
▶

用語の解説
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総務建設委員会報告（９月14日）
付託された８件の議案を審査しました。

け
て
い
く
の
か
？

答　

８
月
の
入
札
工
事
か
ら
始
め
て
い
る
。
今

後
は
翌
年
の
３
月
ま
で
行
い
、
成
果
が
あ
れ
ば

検
討
し
て
い
く
。

【 

歳　

出 

】

問　

日
の
出
地
区
の
地
下
水
位
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

業
務
の
現
状
は
？

答　

１
２
箇
所
の
観
測
機
器
を
撤
去
。
残
っ
て

い
る
観
測
孔
の
測
定
を
い
つ
ま
で
続
け
る
か
は

未
確
定
。
維
持
管
理
は
、
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問　

花
桃
の
全
て
の
管
理
を
市
が
し
て
い
た
ら

大
変
。
花
桃
を
購
入
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
お

知
ら
せ
を
し
て
、「
自
分
の
木
」
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
も
ら
い
、
皆
で
協
力
し
な
が
ら
管
理

し
て
い
っ
て
は
？

答　

そ
う
い
う
試
み
、
や
り
方
は
色
々
あ
る
と

思
う
の
で
、
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　

屋
外
時
計
を
購
入
し
て
い
る
が
、
ど
こ
の

屋
外
時
計
か
？

答　

か
す
み
の
郷
公
園
内
に
設
置
し
て
あ
っ
た

時
計
が
壊
れ
た
た
め
、
そ
の
時
計
の
交
換
と
い

う
こ
と
で
購
入
し
た
。

問　

公
園
管
理
の
予
算
、
市
内
公
園
何
箇
所
で

ど
の
く
ら
い
か
？

答　

都
市
公
園
等
、
市
内
２
８
箇
所
。
予
算
は

都
市
計
画
総
務
費
の
施
設
管
理
委
託
２
０
８
万

２
０
６
円
と
除
草
作
業
委
託
４
８
万
７
，８
０

０
円
に
な
る
。

※ 

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
全
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。

認
定
第
１
号

 

令
和
元
年
度
潮
来
市
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　

[

所
管
科
目]

【 

歳　

入 

】

問　

入
湯
税
は
「
か
ん
ぽ
の
宿 

潮
来
」
の
分

か
、
交
付
税
算
定
に
入
っ
て
い
な
い
の
か
？

答　
「
か
ん
ぽ
の
宿 

潮
来
」
の
分
。
交
付
税
算

定
に
は
入
っ
て
い
な
い
税
。

問　

環
境
性
能
割
交
付
金
の
内
容
・
性
質
は
？

答　

自
動
車
取
得
税
交
付
金
を
環
境
性
能
に
変

更
に
な
っ
た
も
の
で
、
環
境
に
良
い
も
の
は
税

率
が
低
く
従
来
の
も
の
は
高
く
な
る
な
ど
、環
境

性
能
に
よ
り
変
え
て
い
く
と
い
う
性
質
の
も
の
。

問　

土
木
使
用
料
の
駐
車
場
使
用
料
４
，３
２

６
万
８
９
５
円
の
内
容
は
？

答　

高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
駐
車
場
料
金
。

問　

土
木
費　

寄
付
金
６
万
８
，７
４
５
円
の

内
容
は
？

答　

北
斎
公
園
で
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
関
係
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
大
会
主
催
者
か

ら
の
寄
付
。

問　

条
件
付
き
一
般
入
札
の
条
件
と
は
？

答　

潮
来
市
内
に
本
店
・
支
店
が
あ
る
か
、
近

隣
地
区
に
本
店
・
支
店
が
あ
る
か
等
条
件
を
付

け
て
い
る
。
ま
た
建
設
工
事
等
は
茨
城
県
の
点

数
制
度
を
使
い
、
潮
来
市
内
に
本
店
が
あ
る
場

合
、
潮
来
市
外
に
本
店
が
あ
る
場
合
等
で
何
百

点
以
上
必
要
と
い
う
条
件
が
付
い
て
い
る
。

再
問　

最
低
価
格
を
設
け
て
い
る
が
、
今
後
続

　

主
な
質
疑
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教育福祉経済委員会（９月１５日）
付託された５件の議案を審査しました。

議
案
第
３
９
号

 

令
和
２
年
度
潮
来
市
一
般
会
計
補
正

 

予
算
（
第
４
号
） 

[

所
管
科
目]

【 

歳　

出 

】

問　

修
学
旅
行
等
取
消
料
補
助
金
（
中
学
校
１

４
１
万
６
千
円
、
小
学
校
７
０
万
２
千
円
）
の

詳
細
は
？

答　

今
回
の
補
正
は
、
当
初
計
画
の
修
学
旅
行

分
と
し
て
、
想
定
さ
れ
る
各
学
校
の
合
計
額
を

計
上
。
い
つ
取
消
を
し
て
も
必
ず
発
生
す
る
取

消
料
の
補
助
金
。

問　

生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
、
法
律
改

正
の
内
容
は
？

答　

国
の
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
法
改
正
。

県
に
登
録
し
て
あ
る
無
料
定
額
宿
泊
所
を
市
内

の
方
で
利
用
す
る
際
、
事
前
登
録
等
が
必
要
だ

が
、
名
称
を
変
更
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
。

問　

南
幹
線
用
水
路
測
量
設
計
業
務
委
託
７
，０

０
０
万
円
の
内
訳
は

答　

測
量
１
，８
２
４
万
円
、
設
計
１
，３
９
４

万
円
、
地
質
調
査
２
３
４
万
円
、
積
算
業
務
７

４
２
万
円
、
伐
採
・
水
抜
き
２
，１
９
６
万
６
千

円
に
別
途
消
費
税
が
加
算
。

認
定
第
１
号

 

令
和
元
年
度
潮
来
市
歳
入
歳
出
決
算

 

認
定 

﹇
所
管
科
目
﹈

【 

歳　

出 

】

問　

文
化
財
保
護
費　

委
託
料
不
用
額
１
２
４

万
７
，３
２
２
円
の
要
因
は
？

　

主
な
質
疑

次
の
ペ
ー
ジ
は

令
和
２
年 

第
３
回
定
例
会
・
市
政
を
問
う　
一
般
質
問 

平
田
健
三
議
員

答　

島
崎
城
跡
案
内
看
板
を
５
枚
作
成
し
た
と

こ
ろ
、
予
算
よ
り
も
安
く
作
れ
た
た
め
。

再
問　

島
崎
城
跡
関
連
は
今
回
の
決
算
で
終
わ

り
か

答　

昨
年
度
か
ら
３
箇
年
の
予
定
で
整
備
を
進

め
て
い
る
。

問　

農
地
利
用
実
態
調
査
の
内
容
は
？

答　

全
農
地
に
つ
い
て
利
用
実
態
及
び
貸
付
意

向
等
を
確
実
に
把
握
し
て
集
積
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、
平
成
３
０
年
度
〜
令
和
２
年
度
ま
で
調

査
す
る
事
業

問　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
不
納
欠
損

が
前
年
度
よ
り
１
８
５
％
増
加
し
た
が
要
因

は
？

答　

額
が
多
い
方
を
対
象
に
滞
納
整
理
を
し
て

い
る
が
、
死
亡
等
に
よ
り
徴
収
が
困
難
と
な
っ

た
た
め
。
他
に
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
年
度
末
は
滞

納
整
理
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
要
因
と
思
わ

れ
る
。

請
願
第
１
号

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採

択
を
求
め
る
請
願

請
願
提
出
者

茨
城
県
教
職
員
組
合　

杉
山　

繁

 

他　
　

１
３
２
名

 

紹
介
議
員
・
・
・
・
石
田　

裕
二

※ 

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
全
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。
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令
和
２
年

第
３
回

潮
来
市
議
会

定 
例 
会

市 政 を 問 う

平
田 

健
三

佐
々
木 

徹

阿
部 

慶
介

石
田 

裕
二

沼
里
真
一
郎

兼
平 

直
紀

志
村 

一

飯
田 

幸
弘

田
崎 

清

飯
島 

康
弘

9
ページ

10
ページ

11
ページ

12
ページ

13
ページ

14
ページ

15
ページ

16
ページ

17
ページ

18
ページ

1 豪雨・災害時の感染症対策強化を図れ

2 「あやめ園整備基金」の創設を提案

3 「まこもたけ」潮来特産品の強化

4 Ｒ３年度の市制２０周年事業と今後の

方針は

1 前川運動公園の管理状況について

2 日の出地区の街路樹について

3 市営住宅について

1 前川運動公園に人工芝のサッカー場と
野球場の整備を

2 各地区の消防水利を潮来市ホームペー
ジで確認について

3 国による「子育て世帯への臨時特別給
付金」で対象外になった17・18歳の子
供に応援給付金を

1 潮来・鹿嶋交通拠点環境整備基本計画に

ついて

2 自動運転サービス導入支援事業について

3 潮来市学校適正化計画に伴う教育施設

の活用について

1 新型コロナウイルス対応と現状や国県への要
望を

2 先生の負担軽減策を。学校適正化計画の急時
期の小中学校それぞれ統合の見直しを

3 市人口増加へ県へ市街化区域と調整区域の柔
軟運用と線引変更要望を。土地改良区者の脱
退負担金について

4 戦後75年。戦争証言収集アーカイブ化や戦
争遺構遺跡化保存を。

1 豪雨災害に対する洪水・浸水対策の現状と今
後の課題について

2 常陸川水門の老朽化について
3 潮来市が策定しているハザードマップについて
4 潮来市若年世帯定住促進助成金事業について
5 消防団員の運転免許取得経費に対する助成制
度について

1 コロナ禍における潮来市立小中学校の現

状と課題について

2 通行できなくなっていく市道を守るため

の取組について　

1 潮来市国土強靭化地域計画について

2 学校教育におけるＩＣＴの活用の推進に

ついて

1 新型コロナウイルス感染症について

2 県民の森について

3 潮来市損害賠償請求について

1 子育て支援について

2 マイナンバーカードについて

　議員の質問や市の答えには、市政の課題がたくさん詰まっています。
どうぞご注目ください。※９ページから18ページまで発言順に掲載。質問は議員本人からの寄稿によるものです。

白抜きの数字は要約して掲載された質問です。それ以外は、今回掲載された質問を含めて議員氏名隣のＱＲ
コードを読み取ると、映像で視聴いただけますので、ぜひご覧ください。
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メ
イ
ン
に
な
っ
て
生
産
拡
大
し
、

販
売
も
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
、
農
家
の
方
々
に
所
得
を
得
て

も
ら
え
る
よ
う
、
マ
コ
モ
の
普
及

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

市
政
２
０
週
年
を
ど
う
迎
え

る
の
か

答　

全
て
総
務
部
長

　

平
時
で
あ
れ
ば
、
記
念
式
典
の

開
催
、
市
の
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
等

に
２
０
周
年
の
冠
を
つ
け
、
市
民

の
方
々
と
共
に
お
祝
い
し
た
い
と

考
え
る
が
、
現
状
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通

せ
な
い
た
め
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

地
方
移
住
の
専
門
部
署
設
置

が
必
要
で
は
？

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

て
、
潮
来
暮
ら
し
の
提
案
を
し
て

い
る
。
支
援
金
や
助
成
金
の
用
意

も
し
て
お
り
、
宿
泊
型
の
お
試
し

テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
も
研
究
し

て
い
る
。
専
門
部
署
に
つ
い
て

は
、
引
続
き
小
規
模
自
治
体
の
利

点
を
活
か
し
な
が
ら
、
取
組
ん
で

い
き
た
い
。

質問者 　平田 健三

問　

防
災
資
機
材
の
備
蓄
状
況
を

伺
う

答　

総
務
部
長

　

今
年
度
末
ま
で
に
マ
ス
ク
２
万

枚
、
簡
易
ベ
ッ
ド
１
５
０
台
（
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等
）、
約
２
，

０
０
０
名
に
対
応
で
き
る
分
の
間

仕
切
り
、
発
電
機
１
５
台
程
度
、

非
接
触
型
体
温
計
４
０
台
、
毛
布

１
，２
０
０
枚
等
を
含
め
て
、
約

３
０
品
目
の
防
災
機
材
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。

問　

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
強
化
を

答　

総
務
部
長

　

今
年
度
末
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
い
、
難
聴
地
域
を
少
な
く
す

る
た
め
、
防
災
無
線
の
ス
ピ
ー

カ
ー
の
調
整
等
に
よ
り
実
施
し
て

い
る
。
聞
こ
え
な
い
方
へ
の
対
応

は
、
電
話
、
防
災
無
線
、
テ
レ

フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
確
認
等

と
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
を
中

心
に
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｆ
Ｍ
鹿
島
か
ら
災
害
時
の
放
送
協

力
と
し
て
有
事
の
際
に
は
、
市
の

災
害
情
報
も
聞
け
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

問　

今
後
の
整
備
財
源
確
保
を
伺

う答　

環
境
経
済
部
長

　

今
年
の
あ
や
め
ま
つ
り
で
は
、

園
内
に
協
力
金
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
、
協
力
金
の
お
願
い
を
す
る
準

備
を
進
め
て
い
た
の
で
、
次
年
度

に
向
け
て
も
実
行
委
員
会
の
了
承

を
前
提
と
し
な
が
ら
、
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
整
備
財
源
確
保
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
、
あ

や
め
ま
つ
り
応
援
事
業
と
い
う
選

択
肢
を
設
け
て
、
あ
や
め
ま
つ
り

の
拡
充
に
特
化
さ
せ
、
園
内
の
整

備
や
維
持
管
理
等
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
要
請
を
行
っ
て

い
る
。

問　
「
ま
こ
も
た
け
」
取
組
み
状

況
を
伺
う

答　

環
境
経
済
部
長

問　
「
若
葉
」 の
商
品
開
発
強
化
を

図
れ

答　

環
境
経
済
部
長

　

若
葉
部
分
の
商
品
開
発
は
、
水

郷
潮
来
Ｍ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
昨
年
度
か
ら
実
施
。

現
在
、
道
の
駅
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、
茨
城
県
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
っ
て
い

る
。
マ
コ
モ
若
葉
パ
ウ
ダ
ー
の
完

成
を
実
証
す
る
試
作
品
を
作
り
、

試
食
会
を
実
施
。潮
来
の
名
産
、

お
土
産
と
な
る
よ
う
商
品
開
発
に

取
組
ん
で
い
る
。

答　

市
長

　

全
国
的
に
大
量
に
作
っ
て
い
る

市
町
村
は
な
い
の
で
、
潮
来
市
が

次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う 

一
般
質
問　

佐
々
木
徹
議
員
・
阿
部
慶
介
議
員

シルバー人材センターの収穫実績
年　度 作付面積（㎡） 収穫量（㎏）

平成30年度 １,９２０ １,６７９

令和元年度 ３,４８０ ２,２２５

令和２年度 ４,２８０
９月下旬か
ら収穫

豪
雨
・
災
害
時
の

感
染
強
化
を
図
れ
！

Q1

「
あ
や
め
園
整
備
基
金
」

創
設
を
！

Q2

「
ま
こ
も
た
け
」
の

特
産
品
の
強
化
を
！

Q3

明
年
市
制
２
０
周
年
事
業

と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

Q4
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問　

市
営
住
宅
全
体
の
管
理
戸
数

と
入
居
戸
数
及
び
入
居
率
は

答　

建
設
部
長

　

管
理
戸
数
は
１
８
２
戸
、
そ
の

中
で
入
居
戸
数
は
１
２
４
戸
、
入

居
率
は
６
８
・
１
％
。

問　

数
年
前
か
ら
市
営
住
宅
の
募

集
が
止
ま
っ
て
い
る
が
そ
の
理
由

は答　

建
設
部
長

　

大
き
な
要
因
と
し
て
、
市
営
住

宅
の
多
く
が
耐
用
年
数
を
迎
え
て

い
る
こ
と
。
現
在
、
耐
用
年
数
を

迎
え
て
い
な
い
北
斎
ア
パ
ー
ト
を

除
き
、
ほ
ぼ
全
て
の
住
宅
が
２
年

ほ
ど
で
耐
用
年
数
を
迎
え
て
し
ま

う
。
入
居
者
の
安
全
確
保
や
居
住

の
快
適
性
を
考
慮
し
、
新
規
の
募

集
を
停
止
し
て
い
る
。

問　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
今
後

の
市
の
方
針
は

答　

建
設
部
長

　

耐
用
年
数
も
含
め
て
、
居
住
に

適
さ
な
い
住
宅
か
ら
順
次
解
体
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
今
後
の
新

規
住
宅
の
建
設
は
、
地
域
の
住
宅

事
情
を
鑑
み
る
中
で
の
判
断
を
基

本
と
し
て
、
現
段
階
の
具
体
的
な

計
画
は
な
い
。

答　

建
設
部
長

　

枯
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
生
育
の

悪
い
花
桃
は
植
替
え
を
考
え
て
い

る
。
随
時
、
専
門
業
者
と
相
談
し

な
が
ら
適
切
に
管
理
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　

街
路
樹
の
管
理
方
法
と
生
育

状
況
は

答　

建
設
部
長

　

管
理
に
つ
い
て
は
日
の
出
地
区

の
各
区
に
お
願
い
し
て
い
る
。
育

成
状
況
は
日
の
出
１
丁
目
区
の
カ

イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
は
約
１
．
５
ｍ
に

成
長
し
、
日
の
出
２
〜
８
丁
目
区

の
温
州
ミ
カ
ン
は
、
場
所
に
よ
っ

て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
、
全

体
的
に
は
よ
く
育
ち
、
実
が
な
っ

て
い
る
も
の
も
確
認
さ
れ
て
い

る
。

問　

１
５
本
程
度
の
立
ち
枯
れ
の

対
処
方
法
は

答　

建
設
部
長

　

今
回
の
様
に
夏
の
暑
さ
に
等
に

よ
り
枯
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

基
本
、
市
で
新
た
に
樹
木
を
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
植
替
え
は
日

の
出
地
区
の
各
区
に
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質問者 　佐々木 徹

問　

年
間
の
施
設
利
用
日
数
及
び

延
べ
人
数
は

答　

教
育
部
長

問　

施
設
に
関
わ
る
委
託
管
理
費

は答　

建
設
部
長

　

令
和
２
年
度
の
内
訳
と
し
て
、

草
刈
り
、
芝
生
広
場
の
管
理
、

花
桃
の
管
理
等
植
栽
管
理
費
を

合
わ
せ
て
３
８
９
万
７
千
円
。
ま

た
、
浄
化
槽
管
理
費
１
４
万
円
。

公
園
の
ト
イ
レ
２
か
所
の
掃
除

費
２
６
万
５
，１
８
８
円
。
合
計

４
３
０
万
２
，１
８
８
円

問　

6
年
前
に
オ
ー
ナ
ー
制
（
参

加
費
１
，０
０
０
円
）
で
記
念
植

樹
し
た
３
３
０
本
の
花
桃
、
現
在

の
管
理
・
生
育
状
況
は

答　

建
設
部
長

　

散
水
、
除
草
等
の
管
理
を
専
門

業
者
へ
委
託
し
て
い
る
。
生
育
状

況
は
植
樹
の
場
所
に
よ
っ
て
大
き

く
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
の
が
現

状
。

再
問　

現
状
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

生
き
て
い
る
木
２
３
９
本
、
枯
れ

て
い
る
木
２
８
本
、
確
認
で
き
な

い
木
６
３
本
。
管
理
が
行
き
届
い

て
い
る
か
。
そ
の
評
価
は

答　

建
設
部
長

　

環
境
の
良
く
な
い
場
所
等
が
あ

り
、
非
常
に
残
念
な
形
を
呈
し
て

い
る
部
分
も
あ
る
。
植
樹
さ
れ
た

方
は
、
思
い
を
込
め
て
植
樹
さ

れ
て
い
る
の
で
、
改
め
て
管
理
を

や
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
後
「
花
桃
」
を
ど
の
よ
う

に
管
理
し
て
い
く
の
か

「
花
桃
の
郷
」
前
川
運
動

公
園
の
管
理
状
況
は
？

Q1
 令和元年度の利用実績

施設名 利用日数
（日）

利用者数
（名）

野球場 73 2,938

多目的グラウンド 95 3,612

多目的広場 2 65

芝 生 広 場 39 3,128

日
の
出
の
街
路
樹
に

つ
い
て

Q2

今
後
、
市
営
住
宅
は

ど
う
な
る

Q3
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は
、
鹿
嶋
市
、
神
栖
市
を
含
め
、

１
１
自
治
体
が
１
８
歳
ま
で
の
児
童

に
給
付
金
の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。

問　

対
象
外
に
な
っ
た
児
童
の
保
護

者
に
潮
来
市
独
自
の
特
別
応
援
給
付

金
を
支
給
し
て
は
い
か
が
か

答　

市
民
福
祉
部
長

　

市
独
自
の
特
別
応
援
給
付
金
の
提

案
と
し
て
受
取
り
、
調
査
研
究
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

問　

厚
生
労
働
省
の
資
料
よ
り
、
応

援
給
付
金
の
取
扱
方
針
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
影
響
を
受

け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
生
活
を

支
援
す
る
取
組
の
一
つ
」
と
あ
る
。

１
７
、１
８
歳
の
児
童
の
保
護
者
も

子
育
て
世
帯
。
対
象
外
と
な
っ
た
子

育
て
世
帯
を
救
済
す
る
の
も
生
活
支

援
の
た
め
に
必
要
で
は

答　

市
長

　

市
民
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
近
隣

の
市
で
支
給
し
て
い
て
、
潮
来
市
で

支
給
し
て
い
な
い
と
不
満
が
あ
る
と

思
う
が
、
近
隣
市
町
村
と
同
じ
よ
う

に
全
て
実
施
し
た
の
で
は
、
潮
来
市

に
と
っ
て
今
必
要
な
と
こ
ろ
に
財
源

が
回
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま

う
。
潮
来
市
で
や
ら
な
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
国
の
交
付
金
と
財
源

が
確
保
で
き
た
段
階
で
ど
う
す
る
か

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質問者 　阿部 慶介

問　

近
隣
市
町
村
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興

く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て
運
動
公
園

等
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
潮
来
市

は
活
用
を
考
え
て
い
る
か
？

答　

教
育
部
長

　

令
和
３
年
度
の
募
集
概
要
等
が
示

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
示
さ
れ
次
第

申
請
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
が
人
工
芝
生

化
さ
れ
た
場
合
、
他
施
設
と
の
連
携

は答　

教
育
部
長

　

現
在
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
野

球
等
で
定
期
的
に
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
の
は
２
チ
ー
ム
。
運
動
公
園

は
、
野
球
場
と
多
目
的
広
場
が
あ

り
、
そ
ち
ら
を
利
用
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
、
か
す
み

の
郷
公
園
、
日
の
出
運
動
広
場
に
も

対
応
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、
本

市
で
活
動
し
て
い
る
チ
ー
ム
数
や
活

動
状
況
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
充
足

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

前
川
運
動
公
園
整
備
事
業
の
完

成
は
い
つ
頃
の
予
定
か

答　

建
設
部
長

　

令
和
３
年
度
中
の
完
成
を
予
定
し

て
い
る
。

問　

人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
で
き

る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

環
境
は
変
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
大

会
・
合
宿
等
の
誘
致
も
し
や
す
く
な

り
、
観
光
面
で
も
起
爆
剤
に
な
る
の

で
は
。
竣
工
時
に
イ
ベ
ン
ト
は
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か

答　

建
設
部
長

　

前
川
運
動
公
園
の
核
と
な
る
施
設

で
あ
り
、
多
く
の
方
が
喜
ん
で
い
た

だ
き
、
待
ち
望
ん
で
い
る
と
思
う
の

で
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
は
前
向
き

な
検
討
が
、
今
後
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

問　

地
元
地
区
外
の
消
火
活
動
で
水

利
を
見
つ
け
る
の
は
大
変
。
簡
単
に

把
握
出
来
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
各
地
区
の
水
利
の
場
所
を
公
開

し
、
携
帯
等
で
確
認
で
き
る
よ
う
に

し
て
は

答　

総
務
部
長

　

管
轄
外
の
水
利
の
情
報
共
有
は
難

し
い
と
考
え
て
お
り
、
水
利
の
場
所

や
中
継
等
は
、
消
防
団
の
分
団
長
以

上
の
誘
導
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。
水

利
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
先
進
地
の
状

況
を
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

今
年
度
中
に
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
対
象
外
に
な
っ

た
、
１
７
、１
８
歳
の
児
童
の
保
護

者
に
特
別
応
援
給
付
金
を
支
給
し
て

い
る
近
隣
市
町
村
は
あ
る
か

答　

市
民
福
祉
部
長

　

近
隣
で
鹿
嶋
市
と
神
栖
市
が
独
自

に
給
付
を
行
っ
て
い
る
。
県
内
で

次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う 

一
般
質
問　

石
田
裕
二
議
員
・
沼
里
真
一
郎
議
員

前
川
運
動
公
園
に
人
工

芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
と
野

球
場
の
整
備
を
！

Q1

各
地
区
の
消
防
水
利
の

確
認
を
潮
来
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で

Q2
国
に
よ
る
「
子
育
て
世

帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
」
で
対
象
外
に
な
っ

た
１
７
、１
８
歳
の
子

供
に
応
援
給
付
金
を
！

Q3
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利
用
に
関
し
て
は
、
早
め
に
手
を

付
け
て
並
行
し
て
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

教
育
施
設
や
跡
地
の
利
活
用

方
針
は

答　

総
務
部
長

　

教
育
委
員
会
で
統
合
準
備
委
員

会
を
設
置
。
既
設
関
係
部
会
の
中

で
閉
校
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

話
合
い
が
行
わ
れ
る
予
定
。
ま

た
、
今
後
、
市
役
所
関
係
各
課
や

保
護
者
及
び
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

と
跡
地
の
利
活
用
等
を
話
合
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再
質　

公
用
用
地
で
あ
っ
て
も
活

用
す
る
に
は
都
市
計
画
法
等
の
規

制
が
あ
る
。
地
域
の
意
向
・
意
見

を
聴
き
な
が
ら
早
く
活
用
方
策
の

取
組
を
！

答　

総
務
部
長

　

利
活
用
に
つ
い
て
問
合
せ
も
き

て
い
る
中
で
、
市
と
し
て
民
間
の

活
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

問　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
道
の
駅

「
い
た
こ
」
と
の
連
携
、
駐
車
場

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

答　

総
務
部
長

　

現
在
、
道
の
駅
「
い
た
こ
」
と

水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
約

１
㎞
離
れ
た
エ
リ
ア
に
立
地
し
て

い
る
が
、
バ
ス
路
線
が
昼
間
の

時
間
帯
で
１
時
間
に
１
本
程
度
の

運
行
で
あ
る
た
め
連
携
が
図
ら
れ

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
水
郷
潮
来
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
利
用
者
が
道
の
駅

「
い
た
こ
」
を
利
用
せ
ず
通
過
し

て
い
る
状
況
。
そ
の
た
め
、
道
の

駅
「
い
た
こ
」
と
水
郷
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
間
で
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス

の
実
証
実
験
を
考
え
て
お
り
、
２

つ
の
拠
点
を
連
結
さ
せ
な
が
ら
地

域
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

再
問　

イ
ン
タ
ー
か
ら
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
道
の
駅
い
た
こ
、
５
１

号
バ
イ
パ
ス
の
一
体
化
、
連
携
の

た
め
に
全
体
構
想
が
必
要
！

答　

市
長

　

全
体
的
な
構
想
と
し
て
、
土
地

質問者 　石田 裕二

問　

潮
来
市
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ハ

ブ
化
構
想
と
は

答　

総
務
部
長

　

水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
、
平
時
に
、
高
速
バ
ス
が
２
０

０
便
以
上
発
着
す
る
茨
城
県
の
南

の
玄
関
口
と
い
う
認
識
の
も
と
、

近
隣
市
等
を
含
め
た
地
域
全
体
の

各
拠
点
を
路
線
バ
ス
等
２
次
交
通

で
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
郷

潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
地
域
の

中
心
的
な
交
通
結
節
点
に
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

問　

道
の
駅
「
い
た
こ
」
に
高
速

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
誘
致
の
動

向
は

答　

総
務
部
長

　

道
の
駅
「
い
た
こ
」
を
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
と
し
て
活
用
す
る
計

画
。
事
業
費
が
こ
れ
ま
で
の
専
用

道
路
の
ゲ
ー
ト
整
備
と
比
べ
る
と

安
価
に
整
備
で
き
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
．

０
の
導
入
が
進
み
つ
つ
あ
る
の

で
、
東
関
東
自
動
車
道
延
伸
に
合

わ
せ
て
導
入
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
る
。

再
問　

茨
城
県
の
南
玄
関
口
と
し

て
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
！
ハ

ブ
化
構
想
の
目
標
と
す
る
交
通
の

要
衝
と
し
て
水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
か
ら
直
接
の
発
着
便
を
！

答　

総
務
部
長

　

高
速
バ
ス
の
鹿
島
線
に
お
い

て
、
水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

か
ら
発
着
便
は
今
の
と
こ
ろ
な

く
、
成
田
空
港
、
羽
田
空
港
等
に

関
し
て
も
同
じ
状
況
。
現
在
、
重

点
「
道
の
駅
」
の
関
係
で
１
４
項

目
の
研
究
を
し
て
い
る
。
そ
の
項

目
の
一
つ
と
し
て
、
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
も
あ
り
、
発
着
に
つ
い
て
は

研
究
を
進
め
て
い
る
。

潮
来
市
学
校
適
正
化

計
画
に
伴
う
教
育
施

設
の
活
用
策
を

Q3

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス

導
入
支
援
事
業
と

は
！

Q2

潮
来
・
鹿
嶋
交
通
拠

点
環
境
整
備
事
業
と

は
！

Q1
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次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う 

一
般
質
問　

兼
平
直
紀
議
員
・
志
村　

一
議
員

問　

１
学
級
４
０
人
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
他
国

３
０
人
よ
り
多
く
、
感
染
対
策
距
離
も

取
れ
な
い
。
教
育
と
感
染
予
防
へ
３
０

人
学
級
化
、
国
県
要
望
し
統
合
延
期
を

答　

教
育
部
長

　

文
部
科
学
省
に
対
し
、
全
国
の
知
事

会
、
市
長
会
、
町
村
会
の
連
名
で
、
公

立
小
中
学
校
で
少
人
数
学
級
を
早
急
に

導
入
す
る
よ
う
求
め
る
緊
急
提
言
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

市
単
独
で
の
要
望
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

教
員
費
は
県
負
担
。
校
舎
活
用
す

れ
ば
維
持
管
理
費
そ
の
ま
ま
。
バ
ス
利

用
で
保
護
者
の
負
担
増
は

答　

教
育
部
長

　

要
綱
に
基
づ
い
た
利
用
料
と
し

て
、
他
の
学
校
同
様
に
１
人
月
額
３
，

０
０
０
円
程
度
を
予
定
。

問　

再
来
年
の
潮
来
・
津
知
小
統
合
延

期
は
。
人
口
流
入
へ
４
年
後
の
全
中
学

校
統
合
を
２
校
化
を
。
学
校
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
。
統
合
は
地
域
と

保
護
者
で
決
め
る
べ
き
。
近
隣
市
で
学

校
統
合
時
に
荒
れ
た
例
が
有
る

答　

教
育
部
長

　

統
合
は
令
和
４
年
４
月
を
目
指
し
て

い
る
。
今
後
、
両
学
校
の
保
護
者
や
地

域
の
皆
様
に
向
け
て
説
明
会
や
懇
談
会

等
を
開
催
し
、
意
見
調
整
を
図
り
な
が

ら
統
合
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質問者 　沼里真一郎

問　

市
民
感
染
の
公
表
外
の
把
握
は

答　

市
民
福
祉
部
長

　

感
染
者
情
報
は
、
厚
生
労
働
省
で
示

さ
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
不
当
な
差
別

や
偏
見
が
生
じ
な
い
よ
う
留
意
し
つ

つ
、
感
染
症
蔓
延
防
止
の
た
め
に
必
要

な
範
囲
で
公
表
し
て
い
く
。

問　

鹿
行
医
療
・
保
健
所
体
制
は
。
済

生
会
旧
労
災
病
院
病
棟
と
な
め
が
た
地

域
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
旧
行
方
総
合
病

院
病
棟
を
含
む
か

答　

市
民
福
祉
部
長

　

県
に
お
い
て
更
な
る
感
染
拡
大
に
備

え
て
、
医
療
機
関
等
に
対
す
る
補
助
の

拡
充
等
、
地
域
医
療
の
確
保
に
必
要
な

診
療
を
継
続
す
る
医
療
機
関
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

問　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充
、
医
療
体
制
補

助
、
市
新
コ
ロ
ナ
対
策
へ
財
源
交
付
、

国
県
要
望
を
。
市
イ
ン
フ
ル
ワ
ク
チ
ン

補
助
増
を

答　

市
民
福
祉
部
長

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
は
現
状
の
相

談
者
数
の
推
移
な
ら
ば
運
営
を
維
持
で

き
、
医
療
体
制
は
国
・
県
で
支
援
中
の

た
め
、
必
要
が
あ
れ
ば
鹿
行
５
市
と
連

携
し
、
要
望
を
考
え
て
い
る
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
拡
充
は
、

県
内
の
状
況
等
も
見
な
が
ら
研
究
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

調
剤
薬
局
員
と
保
育
士
へ
は
県
補

助
な
し
。
市
少
額
補
助
を

答　

市
民
福
祉
部
長

　

補
助
等
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ

研
究
し
て
い
く
。

問　

市
持
続
化
給
付
金
１
０
万
円
は
減

収
３
０
〜
５
０
％
。
先
行
給
付
し
た
飲

食
観
光
旅
館
業
の
み
は
減
収
関
係
無

く
、
国
持
続
化
給
付
金
と
二
重
給
付

可
。
現
状
は

答　

環
境
経
済
部
長

　

９
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
９
月
４

日
現
在
、
受
付
件
数
は
０
件
。
ま
た
、

事
前
相
談
会
を
潮
来
市
商
工
会
で
実

施
。
相
談
数
は
８
事
業
所
。
電
話
に
よ

る
問
合
わ
せ
は
、
９
月
４
日
現
在
で
約

35
件
。

問　

コ
ロ
ナ
悪
影
響
で
望
ま
ぬ
１
０
代

妊
娠
増
加
は
性
教
育
は

答　

市
民
福
祉
部
長

　

コ
ロ
ナ
禍
で
１
０
代
の
妊
娠
が
増
え

て
い
る
現
状
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

望
ま
な
い
妊
娠
等
の
相
談
も
受
け
て
い

な
い
。

　

市
民
へ
適
正
化
計
画
が
学
校
統
合
と

は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
昨
年
の
学

校
適
正
が
基
本
計
画
は
「
統
合
決
定
は

無
く
、
中
期
長
期
」
と
だ
っ
た
。
実
施

計
画
は
潮
来
小
と
津
知
小
が
再
来
年
で

潮
来
小
校
舎
。
全
中
学
校
一
校
化
が
４

年
後
で
津
知
小
跡
地
で
早
急
過
ぎ
る
。

昨
年
と
答
弁
違
う
。

問　

保
護
者
以
外
の
外
部
者
は
募
集
せ

ず
、
消
毒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
居
な
い
学

校
多
い
。
高
萩
市
は
民
間
清
掃
業
者
を

市
が
雇
用
。
学
習
指
導
要
領
の
教
育
課

程
を
導
入
し
先
生
は
大
変
。
国
県
の
お

金
で
学
習
支
援
員
を
導
入
で
き
る

答　

教
育
部
長

　

国
の
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
見
直

さ
れ
、
消
毒
の
簡
略
化
が
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
見
直
し
の
あ
っ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
各
学
校
で
消
毒
を
し
て
い

る
。
市
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
や
学
校
の
状
況
等
を
注
視
し
、
引
続

き
先
生
方
の
負
担
軽
減
に
取
組
ん
で
い

き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応

Q1

教
員
負
担
軽
減
を
。

少
人
数
学
級
化
、
急

時
期
の
小
中
学
校
統

合
の
見
直
し
を

Q2
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問　

須
賀
下
曲
松
地
区
は
市
街
化
区
域
。

企
業
誘
致
も
進
め
て
い
る
地
域
、
一
方
堤

防
は
無
堤
状
態
で
あ
る
が
、
今
後
の
整
備

計
画
は

答　

建
設
部
長

　

潮
来
土
木
事
務
所
に
確
認
。
無
堤
防
状

態
で
は
な
く
、
ま
た
、
前
川
中
流
部
で
施

工
中
の
整
備
が
完
了
す
れ
ば
、
こ
の
堤
防

を
か
さ
上
げ
し
な
く
て
も
治
水
上
問
題
無

い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

問　

老
朽
化
に
対
す
る
見
解
は

答　

建
設
部
長

　

霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
か
ら
操
作
に
不
具

合
は
な
く
、
老
朽
化
は
認
識
し
て
い
る
と

回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
で
整
備
計
画

が
策
定
さ
れ
、
そ
の
中
に
課
題
と
し
て
、

施
設
を
良
好
に
保
つ
よ
う
維
持
修
繕
す
る

必
要
性
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

問　

今
後
の
対
応
方
針
は

答　

建
設
部
長

　

国
の
施
設
の
た
め
対
応
も
限
ら
れ
る

が
、
国
の
整
備
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る
、

適
切
な
維
持
管
理
を
求
め
る
と
と
も
に
、

水
質
浄
化
に
係
る
水
門
開
閉
の
運
用
、
地

震
や
津
波
等
も
必
要
に
応
じ
、
調
査
、
検

討
し
て
も
ら
う
よ
う
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

国
に
要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

ど
の
様
な
状
況
を
想
定
し
て
策
定
さ

れ
て
い
る
の
か

質問者 　兼平 直紀

　

平
成
２
５
年
の
台
風
２
６
号
に
伴
う
、

潮
来
市
区
長
会
か
ら
請
願
書
「
損
失
の
補

償
と
前
川
河
川
改
修
事
業
の
早
期
完
成
を

さ
せ
る
こ
と
」
が
議
会
に
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
可
決
。

問　

請
願
書
採
択
を
受
け
て
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
き
た
の
か

答　

総
務
部
長

　

霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
へ
要
望
書
提
出
。

茨
城
県
と
連
携
し
、
前
川
中
流
部
の
河
川

拡
幅
等
が
行
わ
れ
て
き
た
。
市
で
台
風
・

大
雨
の
事
前
行
動
計
画
を
策
定
、
毎
年
度

協
議
・
検
討
し
て
い
る
。

問　

前
川
排
水
施
設
操
作
要
領
は
平
成

２
５
年
の
台
風
２
６
号
の
浸
水
被
害
を
受

け
て
、
改
正
等
は
行
わ
れ
て
い
る
か

答　

総
務
部
長

　

平
成
２
９
年
に
一
部
改
正
、
操
作
水
位

等
に
関
す
る
見
直
し
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
但
し
、
平
成
２
５
年
の
洪
水
発
生
状

況
を
踏
ま
え
、
現
地
確
認
し
な
が
ら
、
効

率
的
、
効
果
的
操
作
を
実
施
。
こ
れ
ら
の

実
績
を
踏
ま
え
、
操
作
要
領
改
定
を
実
施

予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

問　

要
領
変
更
が
な
い
中
、
柔
軟
な
対

応
・
運
用
し
て
い
る
内
容
は

答　

総
務
課
長

　

樋
門
の
操
作
が
開
始
さ
れ
る
国
の
基
準

水
位
（
１
．
５
ｍ
で
待
機
、
１
．
７
ｍ
で

避
難
準
備
）
が
下
が
ら
な
い
状
況
で
も
、

樋
門
を
す
ぐ
に
閉
め
ら
れ
る
状
態
ま
で
下

げ
て
頂
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
市

長
が
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
所
長
に
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
で
操
作
を
依
頼
し
、
副
市
長
・
総

務
部
長
で
雨
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
操

作
開
始
の
時
期
を
調
整
し
て
い
る
。

答　

原
市
長

　

水
門
が
閉
ま
る
ま
で
１
時
間
半
〜
２
時

間
か
か
り
、
国
の
基
準
で
要
請
を
か
け
た

ら
溢
れ
て
し
ま
う
の
で
、
雨
の
予
測
を
基

に
早
め
に
操
作
し
て
頂
く
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
台
風
の
大
き
さ
に
関
わ
ら

ず
、
必
ず
総
務
部
が
河
川
事
務
所
と
連
携

し
て
対
応
し
、
他
に
国
土
交
通
省
、
河
川

事
務
所
、
潮
来
土
木
事
務
所
と
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
整
備
し
て
お
り
、
水
害
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
進
め
て
い
る
。

問　

豪
雨
時
・
後
に
大
量
の
内
水
が
前
川
に

流
入
し
、
排
水
溝
か
ら
逆
流
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
影
響
と
逆
流
防
止
対
策
は

答　

建
設
部
長

　

排
水
ポ
ン
プ
が
機
能
し
な
か
っ
た
場

合
、
住
宅
地
側
に
浸
水
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
対
策
と
し
て
、
水
位
の
上

昇
に
よ
り
自
動
で
閉
じ
る
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー

ト
が
前
川
水
門
付
近
、
思
案
橋
付
近
、
ま

こ
も
橋
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
規

模
の
小
さ
な
排
水
溝
は
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
な
い
。

答　

総
務
部
長

　

霞
ヶ
浦
、
常
陸
利
根
川
水
系
、
利
根
川

本
流
の
堤
防
氾
濫
に
よ
る
浸
水
想
定
と
前

川
系
越
水
の
浸
水
被
害
を
想
定
し
た
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
東
日
本
大
震
災
経
過

を
基
に
、
液
状
化
し
た
場
所
と
液
状
化
対

策
が
済
ん
だ
場
所
を
表
示
し
た
液
状
化
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
あ
る
。

問　

浸
水
時
、
不
適
な
避
難
所
（
特
に
日

の
出
地
区
）
に
さ
れ
て
い
る
と
、
当
該
地

域
住
民
の
安
全
性
確
保
、
整
合
性
は
図
ら

れ
て
い
る
か

答　

総
務
部
長

　

複
合
災
害
（
感
染
症
と
自
然
災
害
）
を

避
け
る
た
め
避
難
方
法
を
周
知
し
、
必
ず

避
難
所
に
避
難
す
る
必
要
は
な
く
、
３
密

を
避
け
る
た
め
分
散
避
難
を
心
が
け
て
も

ら
う
よ
う
広
報
紙
８
月
号
に
掲
載
。
こ
の

広
報
紙
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
避
難

行
動
判
定
フ
ロ
ー
の
確
認
を
促
し
、
警
戒

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
避
難
方
法
も
掲
載
し
て

い
る
。
市
の
情
報
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等

の
確
認
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
災
害

に
応
じ
た
避
難
を
周
知
し
て
い
く
の
で
、

整
合
性
は
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

問　

金
額
の
再
考
・
増
額
を
質
問
し
た

が
、
今
後
の
状
況
は

答　

潮
来
市
消
防
団
と
協
議
、
助
成
制
度

が
あ
る
自
治
体
の
調
査
を
進
め
て
い
る
。

８
万
円
程
度
の
助
成
額
で
検
討
し
て
い

る
。

消
防
団
員
の
運
転
免

許
取
得
経
費
補
助
の

増
額
を
！

Q4

浸
水
被
害
を
繰
返
さ

な
い
た
め
に
！

Q1

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

災
害
基
準
が
変
わ
っ

た
！

Q3
常
陸
川
水
門
（
逆
水

門
）
は
築
５
７
年
！

Q2
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問　

学
校
に
お
け
る
三
密
回
避
の
現

状
と
課
題
は

答　

教
育
部
長

　

換
気
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
の
確
保
に
取
組
ん
で
い
る
。
換
気

は
習
慣
化
さ
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
は
児
童
の
意
識
を

高
め
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
課
題

は
、
授
業
、
休
み
時
間
、
登
下
校
等

に
制
限
が
あ
る
こ
と
。

問　

給
食
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と

し
て
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫
・
改
善
や
学

校
や
保
護
者
へ
の
説
明
は
ど
の
よ
う

に
し
た
の
か

答　

教
育
部
長

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
参
照
し
、
配
膳

過
程
で
の
感
染
防
止
や
準
備
時
間
の

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

三
密
回
避
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

Q1

問　

通
行
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
市

道
を
守
る
た
め
の
具
体
的
な
取
組
は

答　

建
設
部
長

　

道
路
へ
の
倒
木
や
枝
の
張
出
し
に

よ
る
通
行
障
害
が
主
な
要
因
。
土
地

所
有
者
の
方
に
、
枝
払
い
等
の
お
願

い
を
し
て
い
る
。

答　

都
市
建
設
課
長

　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
際
、

常
温
合
材
や
砕
石
等
の
戻
し
は
、
そ

の
都
度
行
っ
て
い
る
。

問　

倒
木
や
枝
の
張
出
し
等
、
市
道

に
面
し
た
土
地
所
有
者
へ
の
協
力
依

頼
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
課
題
は

答　

建
設
部
長

　

潮
来
土
木
事
務
所
と
協
力
し
、
市

内
全
域
を
対
象
に
、
市
道
に
面
し
た

土
地
の
所
有
者
に
区
長
回
覧
で
協
力

を
お
願
い
し
て
い
る
。

答　

都
市
建
設
課
長

　

課
題
と
し
て
、
所
有
者
が
は
っ
き

り
し
な
い
土
地
の
対
応
と
木
の
伐
採

後
の
処
分
等
の
課
題
が
あ
る
。

問　

通
行
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
市

道
を
守
る
た
め
の
今
後
の
計
画
は

答　

都
市
建
設
課
長

　

今
回
の
質
問
、
潮
来
市
に
限
っ
た

問
題
で
は
な
い
と
思
う
の
で
、
他
市

へ
の
聞
き
取
り
も
含
め
、
内
部
で
の

対
応
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質問者 　志村　一

短
縮
等
を
行
っ
て
い
る
。
学
校
や
保

護
者
へ
の
説
明
は
、
献
立
表
の
配
布

と
併
せ
て
、
感
染
症
対
策
に
よ
る
献

立
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

再
問　

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て

の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
で
、
シ
ン
プ
ル
な

メ
ニ
ュ
ー
が
何
回
か
あ
り
、
児
童
・

生
徒
に
と
っ
て
物
足
り
な
い
の
で
は

と
い
う
声
も
あ
る
が
い
か
が
か

答　

学
校
教
育
課
長

　

感
染
症
対
策
の
献
立
を
し
て
い
く

上
で
、
週
２
回
程
度
、
シ
ン
プ
ル
な

メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
適
切
な
栄
養
を
摂
取
で
き
る
よ

う
工
夫
し
て
い
る
。

答　

市
長

　

父
兄
の
方
か
ら
も
給
食
に
つ
い
て

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
楽
し
い

よ
う
な
、
驚
く
よ
う
な
給
食
を
出
せ

る
よ
う
給
食
セ
ン
タ
ー
と
相
談
し
、

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

問　

二
カ
月
の
教
育
活
動
の
遅
れ
、

更
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
追
わ

れ
、
今
ま
で
以
上
に
多
忙
化
が
懸
念

さ
れ
る
教
職
員
へ
の
支
援
体
制
は

答　

教
育
部
長

　

本
年
度
、
市
主
催
の
研
修
会
を
見

合
わ
せ
た
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
に

関
わ
る
外
部
団
体
等
の
作
品
依
頼
の

一
部
を
制
限
し
た
。
ま
た
、
学
校
の

消
毒
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

な
ど
の
支
援
体
制
を
図
っ
て
い
る
。

問　

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
向
け
た
環

境
整
備
、
教
師
、
児
童
生
徒
、
家
庭

に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
は

答　

教
育
部
長

　

環
境
整
備
の
課
題
は
、
同
時
双
方

向
型
の
活
動
、
授
業
の
た
め
の
校
内

の
機
器
整
備
。
教
師
の
課
題
は
、

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
操
作
ス

キ
ル
の
習
得
や
活
用
イ
メ
ー
ジ
の
共

有
。
児
童
生
徒
の
課
題
は
、
情
報
機

器
の
操
作
ス
キ
ル
の
個
人
差
、
情
報

モ
ラ
ル
。
家
庭
の
課
題
で
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
が
あ
げ
ら
れ

る
。

答　

学
校
教
育
課
長

　

児
童
・
生
徒
一
人
一
台
端
末
等
の

整
備
を
進
め
る
上
で
、
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
も
機
器

の
整
備
と
併
せ
て
登
用
す
る
予
定
。

問　

こ
の
ま
ま
で
は
通
行
で
き
な
く

な
っ
て
い
く
市
道
の
実
態
は

答　

建
設
部
長

　

現
時
点
で
自
動
車
等
の
通
行
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
市
道
全
て
に
つ
い

て
実
態
は
把
握
し
て
い
な
い
。
対
応

と
し
て
、
各
地
区
か
ら
要
望
や
情
報

提
供
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
都
度
対

応
し
て
い
る
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う 

一
般
質
問　

飯
田
幸
弘
議
員
・
田
崎　

清
議
員

通
行
で
き
な
く
な
っ
て

い
く
市
道
を
守
る
た
め

の
取
組
に
つ
い
て

Q2
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質問者 　飯田 幸弘

Ｑ
1　

潮
来
市
国
土
強
靭
化
地
域

計
画

問　

自
然
災
害
に
対
し
て
事
前
に

備
え
ら
れ
な
い
災
害
と
備
え
ら
れ

る
災
害
は

答　

総
務
部
長

　

事
前
に
備
え
ら
れ
な
い
災
害

は
、
東
日
本
大
震
災
級
の
地
震
。

ま
た
、
昨
年
の
台
風
１
５
号
の
暴

風
雨
や
線
状
降
水
帯
と
な
る
突
然

の
大
雨
。
事
前
に
備
え
ら
れ
る

災
害
は
、
天
気
予
報
の
情
報
精
度

が
上
が
っ
て
い
る
の
で
台
風
時
の

雨
は
あ
る
程
度
、
備
え
ら
れ
て
い

る
。

問　

推
進
方
針
に
お
い
て
特
に
重

要
な
点
は
？

答　

①
災
害
警
戒
表
示
、
浸
水
想

定
表
示
、
水
害
時
不
適
避
難
所
等

の
整
備　

②
市
民
向
け
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
講
習
会
を
実
施
し
、
避
難
に

対
す
る
意
識
啓
発　

③
要
配
慮
者

利
用
施
設
の
避
難
確
保
計
画
策
定

率
１
０
０
％　

④
メ
ル
マ
ガ
登
録

者
数
４
，０
０
０
人
。

問　

各
区
の
自
主
防
災
組
織
の
活

動
は
？

答　

総
務
部
長

　

活
動
自
粛
中
だ
が
、
情
報
提
供

と
し
て
区
長
回
覧
に
よ
る
資
料
提

供
や
、
広
報
紙
等
、
防
災
関
連
の

情
報
を
多
く
掲
載
し
防
災
意
識
の

向
上
に
取
組
ん
で
い
る
。

再
問　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
推
進
を

答　

総
務
課
長

　

議
員
提
案
と
し
て
受
取
り
、
研

究
、
協
議

で
き
れ
ば

と
思
う
。

問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
状
況

は答　

教
育
部
長

　

小
・
中
学
校
に
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整

備
及
び
児
童
・
生
徒
１
人
１
台
端

末
等
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
小

学
校
は
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
工
事
を

進
め
て
お
り
、
中
学
校
は
事
業
者

を
選
定
、
現
場
確
認
及
び
整
備
工

程
の
調
整
を
し
て
い
る
。
児
童
・

生
徒
１
人
１
台
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
、
納
入
業
者
を
選
定
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
詳
細
設
定
等

の
協
議
を
し
て
い
る
。

問　

情
報
活
用
能
力
の
育
成
は
？

答　

教
育
部
長

　

言
語
能
力
と
同
様
に
学
習
基

盤
と
な
る
資
質
、
能
力
と
位
置

付
け
、
育
成
を
図
っ
て
い
る
。
小

学
校
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験

等
の
学
習
活
動
を
行
い
、
小
・
中

学
校
通
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
情

報
手
段
を
学
習
で
活
用
す
る
と
と

も
に
、
情
報
モ
ラ
ル
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
も
必
要
な
指
導
を
行
う
。

再
問　

小
中
学
校
９
年
間
を
通
し

て
系
統
的
な
学
び
を

答　

学
校
教
育
課
長

　

今
年
度
、
小
・
中
学
校
全
学
年

に
１
人
１
台
の
端
末
を
整
備
し
、

情
報
活
用
能
力
の
差
が
出
な
い
よ

う
、
小
・
中
学
校
一
貫
と
し
た
育

成
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

校
務
の
軽
減
策
と
し
て
校
務

情
報
化
の
推
進
を

答　

教
育
部
長

　

教
職
員
用
に
校
務
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
１
人
１
台
配
置
。

各
学
校
で
校
内
文
書
の
共
有
化
、

成
績
処
理
、
通
知
表
等
の
電
子
化

を
行
っ
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
化

は
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
。

再
問　

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
早
期
導
入
を

答　

学
校
教
育
課
長

　

県
内
で
導
入
し
て
い
る
自
治

体
が
毎
年
増
え
て
お
り
、
国
で

も
令
和
４
年
度
ま
で
に
整
備
率

１
０
０
％
を
目
標
と
し
て
い
る
。

こ
う
よ
う
な
状
況
も
踏
ま
え
、
導

入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

潮
来
市
国
土
強
靭
化

地
域
計
画

Q1

セーフコミュニティのロゴマーク

学
校
教
育
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

Q2

※ セーフコミュニティ…「けが」や「事故」など日常生活の中で健康を阻害する要因を
「予防」することによって安全なまちづくりを進めているコミュニティのこと
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次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う 

一
般
質
問　

飯
島
康
弘
議
員
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
の
活
動

質問者 　田崎　清

問　

県
民
の
森
を
サ
ッ
カ
ー
大

会
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
大
膳
池
で
の

釣
り
、
ボ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

に
柔
軟
な
利
用
を
促
す
こ
と
は
で

き
な
い
か

答　

環
境
経
済
部
長

　

県
の
施
設
の
た
め
、
要
望
は

行
っ
て
い
る
が
、
県
の
方
向
性
と

し
て
、
遊
具
や
新
た
な
施
設
の
設

置
や
維
持
管
理
の
費
用
、
安
全
確

保
の
課
題
に
よ
り
設
置
で
き
な
い

と
話
が
あ
っ
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
大
会
等
の
利
用
は
条

例
に
よ
り
、
森
林
そ
の
他
の
自
然

環
境
に
関
す
る
学
習
並
び
に
保
健

及
び
休
養
の
場
と
し
て
、
県
民
の

利
用
に
供
す
る
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
本
来
の
趣
旨
か
ら
外
れ
て
し

ま
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
使
用

に
つ
い
て
も
条
例
施
行
規
則
の
中

で
、
火
器
の
取
り
扱
い
が
禁
止
事

項
に
な
っ
て
お
り
、
大
膳
池
に
つ

い
て
は
、
自
然
観
察
池
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
釣
り
や
ボ
ー
ト
利
用

に
つ
い
て
は
、
ご
遠
慮
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

し
か
し
、
市
と
し
て
も
県
民
の

森
は
重
要
な
交
流
の
拠
点
で
あ
る

の
で
、
施
設
整
備
や
活
用
の
幅
が

広
が
る
よ
う
、
引
続
き
協
議
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

再
問　

使
用
の
目
的
が
違
う
の
は

わ
か
る
が
、
例
え
ば
、
県
と
折
衝

し
、
市
が
指
定
管
理
者
と
な
る
な

ど
柔
軟
な
方
策
は
な
い
か

答　

副
市
長

　

県
の
条
例
が
あ
り
、
そ
ち
ら
の

規
定
に
あ
る
と
お
り
、
用
途
が
違

う
の
で
、
そ
の
周
辺
地
域
を
含
め

て
何
か
対
応
で
き
な
い
か
今
後
調

査
研
究
し
て
い
く
。

　

平
成
２
７
年
１
０
月
、
当
時
の

市
長
に
日
の
出
地
区
災
害
復
旧
及

び
復
興
事
業
に
お
い
て
、
契
約
方

法
に
つ
い
て
住
民
訴
訟
が
起
こ
さ

れ
た
。
５
年
間
と
裁
判
は
長
期
に

及
び
、
令
和
２
年
３
月
２
７
日
、

当
時
の
市
長
の
全
面
勝
訴
が
言
渡

さ
れ
た
。
そ
の
裁
判
の
内
容
に
つ

い
て
問
う
。

問　

現
市
政
の
裁
判
の
関
与
と
費

用
負
担
は

答　

総
務
部
長

　

裁
判
の
関
与
と
し
て
、
訴
状
、

判
決
の
ほ
か
、
市
の
弁
護
士
か
ら

の
調
査
依
頼
、
資
料
送
付
依
頼
と

報
告
書
等
に
よ
り
、
訴
訟
経
過
、

結
果
の
確
認
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
ま
た
、
意
見
陳
述
に
は
弁
護

士
１
名
に
総
務
課
職
員
1
名
か
２

名
が
立
ち
会
っ
て
い
る
。
費
用
負

担
は
１
８
６
万
８
，８
０
０
円
。

問　

潮
来
市
は
顧
問
弁
護
士
で
は

な
く
、
別
の
弁
護
士
に
依
頼
し
て

い
る
が
理
由
は

答　

顧
問
弁
護
士
が
当
時
、
市
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
委

員
で
あ
っ
た
た
め
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
違
う
弁
護
士
に
依
頼
し
た

問　

前
市
長
と
当
時
の
関
係
職
員

の
名
誉
回
復
を

答　

総
務
部
長

　

被
告
は
現
市
長
で
あ
る
た
め
、

職
員
の
名
誉
回
復
に
関
わ
る
こ
と

は
存
在
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

裁
判
結
果
を
市
民
に
知
ら
せ

る
予
定
は

答　

総
務
部
長

　

内
容
の
公
表
は
行
わ
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問　

裁
判
の
判
決
理
由
の
中
で
、

契
約
の
妥
当
性
に
つ
い
て
記
載
さ

れ
て
い
た
が
、
市
長
は
ど
う
思
わ

れ
た
か

答　

市
長

　

粛
々
と
裁
判
を
受
け
、
裁
判
所

が
判
断
し
、
出
し
た
結
果
と
し
て

受
け
止
め
る
。

県
民
の
森
に
つ
い
て

Q1

潮
来
市
損
害
賠
償
請

求
に
つ
い
て

Q2
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質問者 　飯島 康弘

Ｑ1.

未
来
あ
る
子
供
た
ち
に
支
援

を問　

国
民
に
一
律
１
０
万
円
を
支

給
す
る
「
特
別
定
額
給
付
金
」
の

対
象
か
ら
外
れ
る
形
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
新
生
児
に
市
独
自
支
援
は

考
え
ら
れ
な
い
か

　

※ 

令
和
２
年
出
生
予
定
数
１
４
６
名

 

（
令
和
２
年
９
月
１
日
現
在
）

答　

全
て
市
民
福
祉
部
長

　

国
・
県
等
の
補
助
事
業
を
中
心

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て

世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
方
に
給

付
金
の
支
給
を
実
施
。
子
育
て
世

帯
の
方
に
対
し
て
も
、
新
し
い
生

活
様
式
等
へ
の
対
応
を
図
る
観
点

か
ら
市
独
自
の
支
援
策
を
各
種
実

施
し
て
い
る
。

再
問　

今
後
の
交
付
金
等
を
活
用

し
、
年
度
内
に
誕
生
す
る
赤
ち
ゃ

ん
全
て
に
行
渡
る
施
策
を
打
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
如
何
か

答　

第
３
次
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
動
向
を
注
視
し
、
他
市
町
村

の
実
施
状
況
等
も
踏
ま
え
て
、
効

果
的
な
手
法
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
し
て
い
る
。

Ｑ2.

市
民
の
た
め
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

問　

現
在
の
交
付
状
況
を
伺
う

答　

市
民
福
祉
部
長

問　

交
付
率
Ｕ
Ｐ
＝
市
民
の
利
便

性
向
上
で
あ
る
か
ら
、
更
に
上
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
今

後
の
課
題
や
対
策
は
あ
る
か
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

写
真
添
付
が
申
請
の
ハ
ー
ド
ル

を
上
げ
て
い
る
要
因
と
考
え
、
４

月
か
ら
専
用
窓
口
を
設
置
し
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
手

続
き
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を

行
い
、
６
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
に

窓
口
の
開
設
時
間
を
延
長
し
、
交

付
等
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
自
体
へ

の
不
安
や
誤
解
の
払
拭
、
市
民
に

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
が
如
何
か

答　

市
民
福
祉
部
長

　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

掲
載
し
、
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
時
に
説
明
と
併

せ
て
チ
ラ
シ
を
配
布
。
推
進
、
拡

大
を
図
り
、
市
民
の
方
へ
の
理
解

の
深
ま
り
を
感
じ
て
い
る
。

問　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
市
民
が

活
用
で
き
れ
ば
大
き
な
経
済
対
策

に
な
る
。
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

答　

企
画
調
整
課
長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
す
る

制
度
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
得
し
、
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
を

設
定
（
市
役
所
に
専
用
窓
口
設

置
）、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
用

の
カ
ー
ド
、
ス
マ
ホ
等
と
ひ
も

づ
け
て
い
た
だ
け
る
と
上
限
５
，

０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
（
還
元

率
２
５
％
）
が
付
与
さ
れ
る
。

答　

副
市
長

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
各
家
庭

に
お
い
て
も
経
済
的
支
援
と
い

う
こ
と
で
あ
り
が
た
い
制
度
だ
と

思
う
。
ま
た
、
一
般
家
庭
に
お
け

る
経
済
的
支
援
だ
け
で
な
く
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
進
め
る

上
で
、
事
業
者
に
対
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
の
で
は
と
考
え

て
い
る
。

問　

市
民
の
利
便
性
の
向
上
の
た

め
、
一
人
で
も
多
く
本
制
度
を
利

活
用
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
如
何
か

答　

原
市
長

　

議
員
や
職
員
の
中
で
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
い
な
い

方
も
い
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か

ら
見
本
を
示
し
、
市
民
の
方
々
に

普
及
、
啓
発
活
動
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

答　

副
市
長

　

市
と
し
て
様
々
な
所
で
相
談
等

を
実
施
し
て
い
る
が
、
議
員
も
、

広
報
塔
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

と
思
う
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
普
及
の
支
援
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
と
思
う
。

未
来
あ
る
子
供
た
ち

に
支
援
を

Q1

鹿行地区のマイナンバー取得率
（令和２年８月３１日現在）

鹿行地区 取 得 率
潮来市（県内８位） ２０．３％
鹿 嶋 市 １８．７％
神　栖　市 １７．９％
行　方　市 １５．５％
鉾 田 市 １５．２％

※全国取得率　　 平均１９．４％
　茨城県取得率　 平均１９.０％

市
民
の
た
め
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

つ
い
て

Q2
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次
の
ペ
ー
ジ
は

意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て

　５月２９日に新型コロナウイルス感染症対策特別委員会が発足し、これまで様々な
活動をしてきました。発足してから、国に意見書を提出するまでの委員会・分科会活
動を紹介します。

　国へ意見書の提出をするため、市長へ提言書を提出した後、各分科会で調査・研究
活動を行い、９月１１日の全員協議会を経て、９月１７日に５項目の意見書を国へ提
出しました。

これまでの委員会・分科会活動（５月２９日～９月１７日）

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会の活動

９月１７日　国へ意見書を提出！

次ページ（Ｐ２０～２１）で国に提出した意見書を紹介します。

委員会活動
日　付 委員会活動
５月２９日 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会　発足
６月　２日 第１回新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
６月　８日 第２回新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
６月１２日 第３回新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
６月３０日 第４回新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
７月　２日 市長へ提言書を提出
９月１１日 全員協議会で意見書の内容精査
９月１７日 国へ意見書提出

分科会活動 
日　付 分科会名 分科会活動

６月１２日 産業・観光分科会 潮来市商工会と意見交換
６月１５日 産業・観光分科会 潮来市食品衛生協会と意見交換

６月１７日
産業・観光分科会 潮来地区法人会及び潮来市青色申告会と意見交換、執

行部と意見交換
総務・建設分科会 要望事項の検討

６月１８日
産業・観光分科会 茨城南部商工業協同組合と意見交換
教育・福祉分科会 執行部と意見交換

６月２２日
総務・建設分科会 執行部と意見交換，意見集約及び要望事項の精査
産業・観光分科会 潮来市観光協会と意見交換

６月２３日
教育・福祉分科会 意見集約及び要望事項の精査
産業・観光分科会 意見集約及び要望事項の精査

６月２６日 ３分科会 代表者会議
７月　３日 産業・観光分科会 潮来市商工会・執行部と意見交換
８月　７日 ３分科会 代表者会議
９月　９日 ３分科会 代表者会議
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意見書の内容について

新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書
　緊急事態宣言が解除され、復興への取り組みが徐々に進んでいるところです。しかしながら、
一度冷え込んだ経済や産業が以前のように回復し、国民の不安や疲弊が消えるまでには、まだ相
当な時間を要するものと考えられます。
　また、これまでの様々な活動の自粛等に伴って、国民・事業者等が厳しい環境にさらされてお
り、その影響が今後顕著に現れ、厳しい状況が続くことが予想されます。今後迫りくると言われ
る「次なる波」が、これまでにも増して感染が拡大し猛威を振るう事態を想定し、新しい生活様
式の中でも、国民が安心して暮らすことができる日常の確保のための対策や、経済が落ち込まな
いための対策の強化など、長期化を想定した前例にとらわれない多様な対策を準備しておかない
と、これまで以上に深刻な状況となることが想定されます。
　国におかれましては、厳しい財政状況で対策を行っている地方公共団体に対し地域差が生じる
ことがないよう、引き続き地方公共団体と連携・協力し、「感染症拡大防止対策」と「社会経済
活動」の両立を、各地域の実情に応じた対策を一層推進していくため、次の事項について迅速に
取り組まれるよう強く要望いたします。

１　「感染症拡大防止対策」と「社会経済活動」の両立にむけての促進支援
　長期化も想定した感染症対策における「新しい生活様式」等の普及を促進し、国民の行動変容
のための積極的な対策を実施すること。感染者やその家族、濃厚接触者及び医療関係者等が差別
や偏見、誹謗中傷などの被害を受けないよう、啓発、プライバシーの保護と精神的ケア、完治後
の孤立防止策の強化を講じること。

2　国民の生命を守る安心な医療体制等の拡充と支援の充実
　今後予想される「次なる波」の感染拡大に備え、地方公共団体が行う資機材等や設備導入、Ｐ
ＣＲ検査や疫学調査の体制強化、ワクチン・治療薬の早期実用化、地域医療を守り医療崩壊を防
ぐため、医療従事者への手当て、増員施策に対する支援を講じるとともに医療機関及び検査機関
等への支援を行うこと。

　５月２９日に設置されました新型コロナウイルス感染症対策特別委員会は、７月に市長へ意

見書を提出した後も引続き調査を続けてまいりました。

　令和２年９月１７日、令和２年度第３回定例会の最終日で、発議第３号として国への意見書

の提出を発議し、これが原案可決（Ｐ３参照）され衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣等

や各担当大臣宛てに意見書を提出しました。

　提出しました意見書は以下のとおりです。
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3　地域経済を支える中小企業や個人事業者等への融資、支援制度等の充実
　令和3年度以降も休業補償の追加、事務所店舗の固定経費である家賃に対する支援、雇用確保
のための雇用調整助成金の延長、国の持続化給付金の再給付・要件緩和、租税措置などを行うと
ともに、厳しい地域の現状に即した抜本的な経営支援策を講じること。
　また、融資においては実情にあった新制度の検討、返済猶予や返済期間の延長、金利の減免な
どの条件緩和要望に誠実に対応することを金融機関に求める立法について検討すること。

4　教育及び子育て環境の充実と生活支援の充実
　学校休業の長期化により生じた学力機会・格差を是正するため、ＩＣＴ活用導入による経費補
助の拡充、カリキュラムの見直し、子どもの視点に立った最善の学習機会の確保に向けた対策を
講じるとともに、新しい生活様式の導入により教員不足が想定され、教員や指導員などの人材確
保を行い、学びの機会を保障すること。
　子育て環境の充実のため、コロナ禍の下で生活基盤を支えてきた幼児施設や事業従事者に対す
る手当、増員等の施策を講じること。また困窮する園児・児童・生徒や保護者に対する支援を充
実すること。
　大学、専門学校等の休校や入校禁止、オンラインの授業等への負担に加え、学費負担やアルバ
イトができず生活への深刻な影響もでており、全ての学生を対象とした学費負担軽減や緊急の給
付金の措置、奨学金の拡充や返済減免等を行うこと。

5　地方公共団体への財政支援の拡充
　厳しい財政状況の中、地域事情に応じた感染症対策や経済復興等への財政支援を各地方公共団
体が緊急的な対策を実施するものの、長期化する地域経済への影響から地方税の減収や延納等が
見込まれ、さらに財政を圧迫することが予想されることから、「地方創生臨時交付金」及び「緊
急包括支援交付金」については、地域の実情に応じた事業を都道府県の判断により実施できるよ
う、より自由度の高い制度とするとともに、徴収猶予措置等で伴う減収及び後年の財政負担の軽
減に対する財政措置をはじめ、地方公共団体への積極的な財政支援を行うこと。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出します。
令和２年９月１７日　　
茨城県潮来市議会　　　

（提出先）
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣
経済産業大臣、国土交通大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣（経済財政政策担当・
地方創生担当・規制改革担当）、経済再生担当大臣
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　令和２年10月７日（水）に東関東道自動

車水戸線（潮来市前川地区）の現場視察が

行われました。

　衆議院議員の額賀　福志郎 議員や原市

長と一緒に潮来市議員有志も視察しました。

　この自動車道は潮来市から鉾田市まで

30.9㎞延長し、整備された主な効果として

　❶ 他地域とのアクセス強化
　❷  事故・災害時の緊急輸送道路（代替

路）の強化

　❸ アクセス強化による観光の集客効果
の３つの効果が見込まれます。

 Ｂ.Ｂ.Ｂase ってなに？
「BOSO BICYCLE BASE」の略。
　自転車を解体せず、電車内に設置してある、サイクルラック
に固定して、自転車と旅する「サイクルトレイン」のことです。
　今回、茨城県で初めて運行し、ＪＲ潮来駅とＪＲ鹿島神宮駅
に停車します。

潮来市にＢ.Ｂ.Ｂaseがやってきた！潮来市にＢ.Ｂ.Ｂaseがやってきた！

東関東道自動車水戸線（潮来市前川地区）東関東道自動車水戸線（潮来市前川地区）
　　　　　　　　　の視察に行ってきました　　　　　　　　　の視察に行ってきました

Ｂ.Ｂ.Ｂase（上）と手（旗）を振る潮来市議員有志（下）　Ｂ.Ｂ.Ｂaseが令和２年10月３日（土）、
４日（日）、11月７日（土）、８日（日）
にＪＲ潮来駅に停車しました。
　10月3日は「おでむかえプロジェク
ト」として、市長や副市長、潮来市議員
有志や市民の皆さんで、北利根川堤防で
Ｂ.Ｂ.Ｂaseに手（旗）を振ったり、駅
ホームでは下壹囃子連の演奏による潮来ば
やしで歓迎し、多くの人が降車しました。



令和２年11月　潮来市議会だより 180 号23

次
の
ペ
ー
ジ
は

編
集
後
記
・
お
知
ら
せ

昔の潮来　牛堀地区（旧牛堀町）の紹介昔の潮来　牛堀地区（旧牛堀町）の紹介

写真提供：たかもりスタジオ（潮来市牛堀）
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権現山から撮影した風景
　権現山から利根川に向かって撮影された
風景です。写真右側には北利根橋が、中央
から左にかけて、利根川が流れています。

鹿島参宮鉄道バスの牛堀営業所
　北利根橋近くに置かれました。鉾田や鹿嶋、
佐原方面を行き来するバスが発着し、バスの乗
降客で賑わっていました。

　前号（１７９号）で潮来地区（旧潮来町）の風景を表紙で紹介しました。今号は牛堀地区
（旧牛堀町）の昭和中頃の風景を紹介します。　※「昔の潮来」は今号で終了します。
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　１０月１１日（日）、大生原小学校の最後の運動会

が開催されました。前日に雨が降り、開催も危ぶま

れましたが、先生方や保護者の方々の尽力により運

動会が無事開催され、児童たちが力強く、元気いっ

ぱいに走って、踊って、盛大な運動会になりました。

大生原小学校
　１０９年間ありがとう!!

次の
定例会は

11月30日月
開会予定

　市議会では、市民のみなさんの生活に
直結した重要な問題が審議されています
ので、私たち議員の活動状況や市政の内
容を知るためにも、ぜひ議会の傍聴にき
てください。
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動画サイトQRコード

動画でみる！
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